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研究成果の概要（和文）：　幼児期と学童期初期における文字使用実態の質的な相違を検討することを目的に、リテラ
シー獲得開始期の子どもを対象に、絵本の作成とそれに基づく語り課題、および子どものリテラシー獲得水準と文字環
境に関する保護者への質問紙調査を設定して実証データを収集した。その結果、幼児期後半においては学童期とは異な
り、従来型のテストで測定される読み書き指標が、日常場面の文字使用実態に必ずしも反映されないこと、またより早
期の文字に対する関心や、読み書きできる文字数の多さが、実際の文字表現やそれを経ての文字機能の自覚へとただち
に結びつくわけではないことが示された。

研究成果の概要（英文）：This study examined how letter knowledge and the home literacy environment are 
linked to the literacy practices of Japanese children. Fifty-four kindergarten-aged children (range: 
54-83 months) were asked to create short books and describe them to an examiner, to measure their 
literacy skills. The children’s letter knowledge and the literacy environments at home were assessed via 
a parental questionnaire.
The results showed that 83.9% children used letters (sentences, phrases, or words) in their books, and 
41.9% children could describe their book without the examiner’s help. Although these children knew 50 
letters or more, they did not become interested in or begin to write letters earlier than the other 
children. The results suggest that creating an environment that allows children to gain letter knowledge 
facilitates the literacy skills of Japanese children.

研究分野：発達心理学・教育心理学
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１．研究開始当初の背景 
 
 日本語を母語とする子どもの多くにとっ
て、ひらがな文字の獲得は小学校で扱われる
「基礎学力」のための教授を経て達成される
というより、実際には幼児期に開始され、進
行するプロセスである。このことは、近年実
施された幼児期のリテラシー獲得に関する
大規模調査（たとえば内田・浜野・後藤, 2009）
において、ひらがな文字の読み書きにおける
５歳児の平均得点が極めて高く、男女ともに
満点に近いことからも裏付けられよう。 
 この幼児期における課題である文字獲得
プロセスに関して、「幼児は文字をどのよう
に獲得するのか」という問いに基づき、文字
獲得を従属変数として、読み書きがいかに成
り立つかの説明を試みる先行研究が多く見
られる。たとえば天野 (1986)は音韻意識
(phonological awareness)に着目して文字獲
得プロセスを明らかにした研究として、また
無藤・遠藤・坂田・武重(1992)は、子どもに
とって身近な「名前の読み」の獲得を手がか
りに文字獲得プロセスに迫った研究として
位置づけることができよう。このような研究
動向は日本語に限ったことではなく、初期読
み書き能力の獲得をいかに説明するかは、国
際的にも注目されているトピックである（た
とえば Shatschneider, Fletcher, Francis, 
Carlson, &  Foorman, 2004）。 
 これに対し就学前の教育実践という観点
からは、幼児期における文字獲得にもう一つ
の課題があると考えられる。それは「幼児期
に文字を獲得することは、その子どもにとっ
てどのような意味をもつのか」という、文字
獲得が幼児に何をもたらし、当該児の生活を
どのように変化させるのか、またそれは後の
学童期へといかに結びつくのかという問題
である。このような立場から、就学前の教育
実践において、子どもにとって何が「価値あ
る問い」であるかを考えると、文字獲得プロ
セスに関する従来の先行研究の成果を介し
て導かれる、子どもが文字を読み書きできる
ようになるための必要条件の検討という視
点に加え、そのように文字が獲得されること
自体が、就学前の子どもたちにもたらす意味
について考察することが必要になる。 
 
 
２．研究の目的 
 
 本研究ではこのような問題背景をふまえ、
リテラシー獲得期である幼児期後半から学
童期にかけて、子ども自身が文字を使いたく
なる機会にいかに巻き込まれ、実際にそれを
使っていくかという観点から、文字機能に対
する自覚および日常生活における使用実態
に着目し、幼児期と学童期初期におけるその
質的な相違を検討することを試みた。 
 具体的には、個別検査場面で文字が読める
幼児の日常生活における文字の使用実態や

その機能に関する意識は、学童期におけるそ
れとどのような質の違いを有しているかに
ついての実証データを収集した。その成果を
ふまえ、幼児教育・保育課程を編成し実践を
展開するにあたり、リテラシー獲得に関わる
言語活動をどのように位置づけられるか、実
践レヴェルでの留意事項および保障すべき
条件を展望することを目的とした。 
 
 
３．研究の方法 
 
(1)実証データに基づく研究 
 保育所・幼稚園４〜５歳児のべ54名（54-83
ヶ月）を対象に、幼児の日常に埋め込まれた
活動である「絵本作り」に着目し、創作絵本
の作成とそれに基づく語り課題、および子ど
ものリテラシー獲得水準と文字環境に関す
る保護者への質問紙調査を設定した。その結
果に基づき、文字獲得期である幼児は絵本を
作成するにあたって文字をどの程度用いる
のか、作成した絵本について語る際に、文字
はいかに機能するのか、また実際に用いられ
た文字は、当該の子どもの文字獲得水準に関
する大人の見立てをどの程度反映したもの
かを検討した（雑誌論文①／学会発表①②
⑤）。またリテラシー獲得の前提条件である、
幼児期の音韻意識の発達に関するデータを
整理し報告した（学会発表④） 
 
(2)保育・教育実践記録の分析に基づく研究 
 リテラシー獲得期である幼児期後半から
学童期前半に焦点をあて、保育実践記録並び
に保育所・幼稚園と小学校の交流実践の記録
を収集し、「学び」という視点から諸実践の
価値づけと整理を試みた。それに基づき、保
育・教育実践の中でリテラシー獲得をどのよ
うに保障しうるか、その背景となる条件と留
意事項を考察した（雑誌論文②～⑥／学会発
表③／図書①②）。 
 
 
４．研究成果 
 
(1)実証データに基づく研究 
 絵本作成課題を通じて示されたのは、文字
獲得の初期である幼児期後半において、個々
の文字を書き表現することと、それを媒体と
して使えることの間には一定の時間の隔た
りが存在するということであった。このこと
は、幼児期における文字獲得のプロセスはそ
の手段的価値を自覚されることなく開始さ
れ、ある程度文字を使う経験が蓄積された後
にその道具としての価値が認識される、とい
う内田(1989)の指摘を裏付けるものである
１。実際にこの時期には、何らかの情報を伝
える道具としての文字使用ではなく、文字を
書けることの嬉しさそのものを味わいつつ、
紙にひたすら文字様のものを羅列する姿を
日常的に目にすることがよくある。このよう



に文字を用いての表現自体を目的として展
開する活動の存在は、幼児期ならではの姿と
して理解できよう。少し前に作成した絵本を
頭の中にとどめておく記憶、そしてそれを相
手に伝える情報伝達の手段としての文字の
使用は、このような目的としての文字表現の
積み重ねを土台に、そのような活動が他者と
のやりとりに支えられながら展開すること
を介して徐々に可能になっていくものと思
われる。 
また、絵本作成課題と保護者へのアンケー
トの結果から明らかになったのは、幼児期に
おける文字使用の獲得は、文字への関心や書
きそのものの開始時期、家庭における文字指
導のスタイルなど、一般によく着目されるリ
テラシー獲得の諸側面を必ずしも直接的に
反映したものではないということである。た
とえば文字により早い時期から親しむこと、
より早い時期に書けるようになること、また
媒体を使うなど特定の方法で文字指導へア
プローチすることは、必ずしも幼児期におけ
る道具としての文字使用を促進するわけで
はなかった。 
これらの結果から、幼児にとっての文字獲
得とは、単に一人の子どもが一つ一つの文字
を正確に覚えるという活動としてではなく、
正確に読み書きできる前段階も含めた“文
字”の機能を、他者とのやりとりに埋め込ま
れたかたちで実感していく活動として構成
されていることが示唆される。このことは初
期リテラシー(Emergent literacy)の獲得を
支えるにあたって、それがどのような環境の
もとで成り立っているかに着目している、近
年の諸研究の方向性とも重なる(Cf; Bower, 
2014)。 
従来、わが国の幼児における文字獲得に関
わる議論は、文字を直接的・体系的に指導す
る必要があるか否かという文脈で論じられ
ることが多かった。本研究の結果からは、ど
の水準でのリテラシー獲得が必要かと同時
に、それによって子どもにもたらされるもの
は何であるか、また就学前の子どもに対し文
字をどのような環境で獲得できるよう支え
るかという観点から文字獲得を捉える必要
性が示されたといえる。 
 
(2)保育・教育実践記録の分析に基づく研究 
 先述したように、一般にリテラシーの獲得
は、「子どもはどの程度文字の読み書きがで
きるのか」という個別式のテストによって明
示される結果に基づき評価されることが多
い。このような形式は、初等教育以降の教科
教育実践において一般的である、当該の単元
における“めあて”の明示、教科書の存在に
代表される“系統的教授”、“テスト”による
評価というセットのうえで展開される学び
と強く結びつきやすいスタイルだといえよ
う。いっぽうで幼稚園教育要領や保育所保育
指針に基づけば、保育実践を通じて成り立つ
学びは、「遊びを通じての総合的指導」を介

して成立するものであり、あらかじめ明示さ
れた水準の知識の獲得にとどまらず、子ども
が周囲の世界についての自分の理解の仕方
に気づき、考え、新たに発見することの経験
を基礎に、学習意欲や好奇心、自らの学習に
対する自信を発達させていくというプロセ
スに関わるものだと考えられる。 
 本研究の成果をふまえ、幼児期におけるリ
テラシーの獲得について、「幼児はどのよう
に文字を使いたくなるのか」という、文字獲
得の量や時期という指標以外の観点から評
価を試みる立場にたったとき、就学前教育で
ある保育実践の現状と整合させつつそれを
いかに保障できるか、また保育所・幼稚園と
小学校の交流実践や接続カリキュラムに代
表される就学前から就学初期の教育プロセ
スにおいて、そのような経験を保障する場面
を具体的に準備することがいかにして可能
になるかという、次の課題を導くことができ
よう。 
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